
研修報告

1.目的

ユネスコスクールの核となるESD け顎礎可能な剛発のための教育」の理念を基礎とした教育を

実践してぃる海外の学校の実践を視察することにより、本校での様々な教育沽動(お茶の水タイム

や幽主研究等)の参考とする。

附属中学校における国際理解教育を促進するきっかけとするとともに、国際交流相手校の行Ⅱ他性

を探るきっかけとする。

シンガポール研修報告

A report of study tour in singapore

(火)~平成 2 6年3 打 30日田)

2,訪問先

シンガポール

甲稲Ⅲ大学工属早稲田渋谷シンガポール校(W船eda shibuya senior Highschoolin sin部Pore)

担当:理鄭.・求務局長(早稲田大学国際部訓査役)平野泰様

卸 West C舶St Road slNGAPORE 127366 TEL (65) 67732鮖0 / FAX:(6励 6773-2951

, Kran'isecondar scho01 (科荊芝中学)

シンガポール詞H曜縦告

担当: principal(校長) T飢 Hwee pin (MS)先生

釘 Choa chu Kang street51, SINGAPORE 68船諦 TEL 給励釘66-24釧/ FAX:(65)俳66-20鮖

Nan

Associate professor (Humanities & sodal stLldies Education)/sub・Dean, ptacticum 0伍Ce of Teacha、

EduC飢ion Tan Geak chin lvy (MS)先生

an Techn010 ical univa'slt

3.研修期間

平成26年3村25日

「1二「 工■

4.研修内容

.シンガポールの教育制度や学校体制、 ESDの状況等にっいての消報を得る0

訪問校における授業や瓦對M吼みを見学する。

訪問校の先生方との消縦交換および意見交流を行「。

.シンガポールの国立大学の先生に卿子町御立場からの教育体制やESD教育にっいての幣報をうか

がう。

.授業や諦活動への参ぢとするため、シンガポールで使用されている教科森や教材などを入手する0

多民族国家・文化を体感し、国際理解教育のヒントを得る。

或和

143 -

(南洋理工大学)/ NIE (N或iona11nstitute of Education)



お茶の水女子火学附属小学枝紀要

5、行程表

村日(昭日)

3/25 (火)

3/26 (水)

時開

21:00

23:30

第心染(2枇4)

6:】5

羽皮空港属際線ターミナル集合

NH151便東京(羽田空港)発

10:00

10:30

シンガポール(チャンギ国際空港)

入属密査

ホテノレへ移動(タクシー)

移動(タクシー)

3/27 (木)

『所妾

予定

早稲田大学系属早稲田渋谷シンガポール校

S伽lior High sclwoli11 Singapore)耐j「剖

移動(タクシー)

翌日の訪問の打ち合わせ

タ食~就寝

6;30

8:00

9:00~ 15:00

搭乗手続き

3/28 (金)

剛f

起床~朝食(ホテル)

移動(タクシー)

タカ

Kraniisecondar scho01

フ:30

9:00

10:00

n:00

移動(タクシー)

多民族文化研修①「チャイナタウン」見学

タ食~赴寝

0苗 j司'

<機内泊>

起床~朝食(ホテル)

移動(タクシー)

(圦laseda S11ibuya

スーツケース受け

取り、 i寺宅夕え

衞物を預ける

J.^

訪問

an

Associate profesS剖'(Humanities & social st11dies Education)

an

NIE(Nati01〕a1 111Stitute of EdElcation)

Techn010 ical universit

鴬土産

Sub・Dean, PTecticum office of Teacher Ed{1Cation

T狐 Geak chin 1νy(MS)先4三f防渕

' ESD、シンガポール教育水姑。カリキュラι>情桜収集

・大学内1厄設見学

移動(バス+MRT)

P叩UlarBookst0ルにてシンガポール教事レ齊・敏材等の催葬R」恢染

タ食~就寝

3/29 (士)

午後

<ホテノレ泊>

フ;30

'F市i

q打洋理工大学)

お土産

午後

起床~朝食(ホテル)

多民族文化田印多②「アラブ人街(イスラム文化)・りトルインテ

イア」見¥、 singapore Ma11egeme11t uniν剖'sity ゛{砥内 1投詳1

多民族文化研修③「シンガポール国立博物館」見学、「マリーナ.

<ホテル泊>
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3/30 ( 1ヨ) 4:00

4:30

5:00

5:50

14:00

ベイ」地区見学

タ食~就寝

6.研修参加者

附属中学校教諭

,t旦牙ミ

ホテル出発(タクシー)

チャンギ国際空港到打、搭乘手絖き

NH802使シンガポール(チャンギ圃際空港)発

東京("戈隙国際空港)着

研修報告フ.

(1)早チ田大{系早'田渋谷シンガポール校

(waseda shibuya senior Hi菖h soho011n sin8apore)

①学校について

1991年に渋谷幕張シンガポール校として開校し、

2002年から早稲田大学の系属校となった。運営母体

が株式会社であり、早締田が6割の経営椛を握って

いる。渋谷教育学園とのジョイントベンチャーの形

である。生徒の半分は、親がシンガポールで仕事・を

寺本誠(社会科・教務音W

してぃる関係で在籍しており、残りの半分は寮生であり、その親が近憐諸国およびドバイやソウルな

どで仕事をしてぃる。1980年代、日本企業が盛んに海外に進出するようになり、日本人学校は中字

部まではあったものの、高校相当の学嗣ができる機関が必要となった。当初、日本の大学の付属校を

誘致してぃたもののうまくいかず、現在の牙引ご落ち着いた。

本校の受験実質倍率は約2倍で、昨年度まで実施していた詔学としての入学システムは、現地希望
、,ノ,

者を優先する意味で募集を停止した。救育活動は日本のカリキュラムに則って進められており、]

年Ⅱ0名3ケラス3学午を定員としている。生徒の編入は抜けた分だけ補充する形をと0ており、入

学試'験で定員までとるようにしている。生徒は、偶栃斐者の兆H壬のタイミングで婦る場合もあるが、 2

年生になると子供だけを残して齢る場合力臻討蒋あるという。したが0て、生徒だけが残って寮生恬と

なるので、寮の在籍は3年時になるにっれて増えることもよくあるという。経営は、国からの郁助金

はないので、すべて際己訓達である。生徒は諸経普として寮生になると3年駕で1000万はかかると

いう。ちなみに、シンガポールでは、外国人は希望Lている公立学校に入るのはなかなか難しいとい

う。定員に空きがある学校に割1"辰られてしまうという。

教員は専任教諭が29 名(うち 1名は外風育ちの日本人をオーラルコミユニケーシヨンコーディ不一

ターとして採用)、ネイティプ非常勤講師(国籍は問わずESLの教え方を習っている人を採井D が

9 名、その他芸術系科・艮のJに,常勤を併せて 50 名以上.が弱何秀している。専任教員は任期村きであり、

本人の希望と学校の状況で亜新するシステムとなっている。30代の教員が中心で、遜"験として3年

程度の勤務を終えて、沸国する場合が多いようである。他の系属校との人小・交流もないそうた。攻員

の入れ替えが激しい'や、若い教員を中心に桜極的な教育が進められている印象である。

シンガポール研修十比告

中島錠和(英語科・研究帰国部・研究推進委員会)

<ホテル泊>
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お茶の水女子大学附属小学校紀要第昭染他014)

②授業や部活動について

英語および数学は習熟度授業であり、 3クラスを4クラス展開で行ってぃる。また、国語の一部の

クラスでも習熟度授業を行っている。英語では、「英会話チュートリアルイングリッシュ」という授

業を開謝しており、 1クラス 30 人程度を]0の能力泌のグループ(すなわち 1 グループが3~ 4名)

に分け、同時展開でネイティプスピーカーとの授業を行ってぃる。

生徒たちは、大学受'験も視野に入れなけれぱならない。英語の授業は英語で行おうと試みてぃるが、

他の主要科局は難しい。脊道の担当者が中華系のシンガポール人であり、逃択授業では中国語がある。

100%付属校であれぱ、マレー語なども開講できるかもしれないが、現状では難しい。イマージョン

寺文育もできていない。

放課後1・よ部活動ができる。小・中学生はスクールバスなどの供H系もあり、下オ却蒔問が決まてぃるの

で、音険舌動にじっくりと取り組める環境にはないが、浩列交生は公共交通機関を使い登下校してぃるの

で、 18:30 の最終下校時刻までは部活動をやってよい。

③進学について

学校として 130人分の指定校枠がある。早稲田大学をはじめ、協定校推薦枠として関西学院大学に

15人、関関同立あたりに80人程度の枠がある。来年度より、早稲田大学の推薦枠は認人に増える

といい、これは定員の半分を越えることになるらしい。

生徒は日本人学校出身者がほとんどであり、帰国後、日本の大学への進学を想定してぃる生徒がほ

とんどという。

④シンガポールの教育耶情

現在のシンガポールは、日本が受験地獄と言った消イtによくイリ、てぃるらしい。親は朝早く子どもを

車で送り、突績のある小学校に送るという。学歴社会であり、親の多くは子どもをNU S (N飢ional

Universityofsingapore:シンガポール国立大学)に進学させたいため、小学校からのそのためのレー

ルを敷く。塾よりも家庭教師を頼む方が多いという。しかし、ここ数年は、芸術やスポーツにも何を

向け始め、その点では様変わりしてきた感じもあるという。

シンガポールでは、中学校にあたる Second紅ysd〕001が 4年問あった後、 M列交にあたる junior

C011ege が2年間ある。この juniorc011ege は、10校程度あり、レベルには差があるそうだ。前述したが、

シンガポールでは外国人は希望する公立学校には入りにくいため、本校のような在外教育施設に通わ

せるか、インターに行かせるバターンが多いそうだ。

⑤ESDの視点での取り組み

国際理鯛等文育の祝点から、"に2回程座、中華、マレー、インドの現地校体.験入学を実施してぃる。

これは、第3言語習得のきっかけともなっているようである。教育省による語学センターでの交流か

ら、そこに通う現地の生徒の所属する学校に訪問したり、逆に現地の学校の生徒が本校を訪問したり

と相互交流がなされている。また、シンガポール国立大学の学生との交流も行われてぃる。

学校行事である文化祭は一般公開されており、沙U也の方がかなり訪れるという。約2600人の斗訓交

者のうち6~7割が現地の人たちである。生徒たちは、日本需・と英語の両方でアナウンスや案内など

の対応をしたりして、生きた交流を楽しんでおり、国際交流の実践の絶好の場ととらえてぃる。国の

公用語'がヲ顎吾であり、普段の生活で実際に使える環境があり、内然に身にっけることが可能な環境に

あるのはやはり大きいという。

修学旅行は、 2月にオーストラリアのパースでファームスティをするということで、日常の学習を

活かす機会ともなっている。
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また、環境教育の視点から、"U也校の人たちと「クリーンアツプ作

戦」と称して、翠H号活動を行ったり、ホーカーセンターとい引量台の

集合してぃる食勘社昜所における「自分で片付けようキャンペーン」を

実践したりと、風際交流とあわせて様々な活動を実施している。

さらに、生徒たちが日本人でありながら、シンガポールにいること

への理解を深められる活動も行0ている。日本人墓地 Wぎ地公園)や
゛゛.ニ!t1子む゛-f・・"'、ー、シンガポールで亡くなった方の墓地な

族国家・文化理解を俗的とし、中華 レインド マー

ンダーを理解させるために街に装飾見学に出かけたりなど、多民族への理解を生で感じられるような

活動を設定してぃる。このような江'功が積極的に行える士台には、シンガポールという圖の女全かっ

安,〔、できる国家風士がある。生徒を色々なところに迎れて行きゃすか0たり、行き来Lやすか0たり

するので、生徒たちが伸び伸ぴと村"な活動に取り組みやすいのである。

学才交としては、日本に邪国Lた際、あるいはさらに他の国に行ったときに、シンガポールがどんな

岡か説明できるようにな0てほしいという願いのもと、様々な教育活動が展剛されているようであっ

た。

⑥施設について

学校内および学生寮を案内していただいた。向然豊かな環境、充実した施設の中で、生徒たちが伸

び伸びと学習や他の活動に取り組んでいる様子が感じられる訪問となった0

シンガポール研修訂t告
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(2) Kran'iseoondar soho01

①学校について

学校を訪れると、 Tan HweeP血校長先生と、 2人の副校長先生が

出迎えてくれた。自己紹介、名刺交換、そして写真撮影の後、訪問日

の一日の予定耐露忍を行った。

本校は19鮖年に開校した。約1350人の生徒と n4人の教員から成っ

ている。 4つの学年が在籍しており、日本の中 1から高]にあたる。訟、ご'、

それぞれの学年は、 Express、 Normal Academic、 Nonれal Technica1 驫L 無一、

の3つのレベルに分けられている。 K、 R、 Aの学校名のはじめの3つがコース名となってぃた。

以下に、 SCI〕oolvision、 sd〕00I Mis$ion、 cm'e values、 sd〕00IM0杜0 を紹介する。

School vision : confident leanlers with the passion To excel / Active citize11S 、vith a heart to serve

School Mission : servin畠、、1ith 11eart, values a11d pul'pose to bl'in底 Out t11e best jn eV引・y child
Core values : Respect / Responsibility / Resilience / compassion / 1nlegrity / passion For Leanlin
School Motto : BreakthTough

各教室には、以下のポスターが掲示されてぃた。

a杜託Ude

Success

Goal se杜in傘 is imp01'tant. Goal DOING is lnore importanl

: Never put off tiⅡ tonlorrow what you can do today!

②参観した授業につぃて

駆 9:009:50 1年(中 1)英文学 U受樂者: Miss Lee wenting)

ホワイトポードには lesS伽 objectives (授業のねらい)として、

Imagining ste11a Kon'S "The Eldest Brother"が示されている。中 1 40

宅'(男子 10名、女子30名)のクラスの授業であった。スクリーン

とホワイトボードを併用して授業が進む。マレーシア航空の写砧女の

ニユースを授業導入に設定し、悲しむ遺族の写真を見て、生徒たち

に感情を尋ねる。生徒たちは次々に感情を英単語で答えてぃる。教

師の問いに生徒は自分なりの考えをワークシートに記入してぃた。

SteⅡa Kon の THE ELDEST BROTHER という作吊,を教材として

いる0 演劇の台本になっており、劇をするらしい。配役を決めるの

に盛り上がっている。先生と配役を得た生徒たちは打'ち合わせして

いる。他の生徒たちは、その劇を見ながらワークシートに記入する。

劇を見た後、それぞれの登場人物にっいてグループでディスカッショ

闘巨1^ー
マ"マー

'=

",゛
ノ、,^ ,嘩

、'1>ξ11
>

、題

1"や上謹1ケ,{白"ム四■,゛,ー.ゞ」

§、櫛

ンを行う0 7 ークシートでは、 poi址、 evid印Ce、 elaboration (要点と根拠と譯述)を記入することが

求められている。最後にワークシートの内容を共有してまとめを行った。

麗 9:50-10:50 4年 q高 1)英語(授業者: MS Amy Yap)

テーマは、 EXPOS北ω'y Essay σ岼説文)であった。教員の導入発問 WiⅡ Singapore not become a

詐acloussociety even in 50 ye雛S?に賛成か反対'か意見表明をするところから授業が始まる。生徒た

ちは和やかな雰囲気の中、教員の質問に生徒がざっくぱらんに答えており、血teraction の充笑した
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授業であるという印象を受けた。授業では、シンガポールで 1970年代に行われた Courtesy campaign

1970S と、現在行われてぃる Singapore Kindness Movement という 2 つのキャンペーンの YOU Tube

の映像を見せ、それに関して教貝がエピソードを語0ている。

その後、日本での20Ⅱ年3月の東日本大震災後の仙台からのイギリスのニュース映像とシンガポー

ル風内で起きた出来写Hこ関するニュース映像をYOUT此eで見せ、両者を比軟させていた。生徒たち

は考えながら、ワーケシートの質砂Ⅱこ各良が答えていた。そして、生徒たちは自分のスマートフォン

を取り出し、rToday's meeUのぺージにログォンし、農分の名前と意見を入力し送る0 すると、スケリ

ン上に示されたぺージの意見が汰々に更新されるのである。他者の意見を見て盛り上がり、また新た

な意見が投稿される。教員は、その意見を紹介しながら授業を進めていくのである。最後に生徒によ

る授業のSummar稔血g (要紗D が行われ、教員がそれに答える形で授業をまとめた0

●?

ヲ令

葬シ
,嫉

゛1,

ノξ

盟Ⅱ30-12:30 4年口拓 1)地理 q受業者 t M玲S Nor zamzarina)

授学討ま、 WⅡd舗稔の Y脚 Tube1映像を見るところから始まった。観光

業にっいての事実を理解し、宗"涜的な観光マネジメントや弓U尭脇題に

つぃて扱う内容であった。アメリカ合衆国の地理を剤昂忍する際、地図

をスクリーンで見せながら、その地図を拡大Lたり、動かしたりしな

がら帯が冴を削1えてぃた。ラスベガスのあるホテルのシヨーの秒H象を見

せた後、使用する水の量に関して、カナダの家庭、途士.岡の 1年、

華なホテルの客室を、グラフなどを提示しながら比較して見せた。

ノ"

'

シンガポール研修報告

"J_

他にも、世界避産のカンボジアのアンコールワットの映像を、適宜解説を加えながら超介し、そこ

から問題点や誤"遜点などを探ったり、同様に、インドネシアのバリの例を紹介したりした。そして、

持続可能な観光業や脆弱な環境の例にっいて考えるとともに、それを守るためにはどうすべきか、な

ぜそれが必要なのかということにっいて闇題勉話哉を持たせて考えさせるものであ0た0

③校内見学

校舎を案内Lてぃただいた際に、体育館ではダンスの授業が行われていた。タH郭の導門家の方力斗旦

当してぃる。音楽の授業の一環で、ダンスをとりいれているそうだ。
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お茶の水女子大学剛属巾学校紀姜第心染佐OH)

右下の写真はデザインの部屋。本校の授

業では、ものづくりのデザインやプロセ

スを大切にとらえ、様々な素材を用いて

作品制作が行われているそうだ。このデザ

インの部屋には、 deslgn situation 乞one や

develoP凱entzone など、目的やプロセスに

応じてエリアが分けられている。机上のデ

スケマツトの中や掲示板には様々な作品のデザイン図が掲示されて _' 1宅翠＼,ト",抽 Y V't
""νノノノD

いる。写真は、そのデザイン図を撮影したものである。

④教員との情報交換

ランチを兼ねて行われた・情報交流で

は、本校の説1珂を詳しくしていただく

とともに、我々の学校にも興味を持っ

てくださり、色々と質間をしてくださっ

た。相互に質問をし合い、答え合う中で、

より深い情報交流ができたと感じた。

本校では、週に2 疑、朝礼後の 15分11Uで新朋記事の紹介・質疑応答・りフレクションを実施して

いるそうだ0 この活動を通して、 geneTalknowledge を身にっけることをねらってぃる。生徒たちは

毎日タイトなスケジュールで生活を送っているので、この時罰にじっくりと世の中で起きてぃること

や問題となっていることなどに向き合い、老え、他者と共有する中で、知を深めてぃってほしいとの

ことだ0 また、教員がミーティングをしている問にはエクササイズ仔東習問題)を朝学習として行っ
てし、る。

W、下に示すように、授業のスタイルや教材、手法など笑に様々な形を追究し、実践してぃる。また、

授業内外を通して、符論なアクティビティを股定しているのも本校の特徴と言えよう。

父ご

閏^ 廓、

ムが

Ova"ed teaching method010gies

group / pair work, class discussions, games, quizzes, debates, dralna, inquiTy・based
Iearning, project work, coursework,1CT'besed lessons, experientia11earning
Oprogrammes catered to students W託h different abⅡ詫ies

Ip coaching, peer・tutoring, bridging courses, conlpetitions
Olntegrate 21Cc into the curriculum

21Cc ski11S, Thinkil〕g Routines

、【J

ブ11主シづ姦4ミ1^:'

1¥

圧弓゛

'〆

"吋

.'血

そのーつである「英語プログラム」では、プログラムと評価を以下のように構成し、実践してぃる。

Reading programme

' school wide approach to reading the newspapel

' use of Thinking Routines to facilitate discussi011

i"'

゛,

゛ノ

円i

ー〆y

^

ノ弌P

Self・Directed Learning

'、¥eekly exercises to target BI'ammar, summary & writing ski11S

/,y
/'

Programme

、vri壮en reflections

Assessment

Worksheets designed by EL teacl)ers
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Performance Assessmont

・ Drama sk韮Is training for communication ski11S and expression

Ofpersonal responses to is$ues in Literature texts.

英語力を高めるプログラムの概要が以下の通りである。

OEnglish vveek

・ oratoricalc0111Petition ' English games
O National Literatu『● Festival

・ settext debate . unseen text debate. Literature Ⅱ'ailet perforlnance

O project5 and ゛10rkshops for high ability learners
. C011aboration 、vith National Librarv Board for inlernshiD . FlaS11 Fiction writin旦 WorkshoD

あるような生徒会役員組織や体育大会突行委員組織、そして、

CCA (CO、cun・icular Activities)と 11乎ぱ'オt るシンがポールの全

ての生徒が必須参加となっている学業外の誤汐H舌動のりーダー

を対象としたプログラムが組まれている。別、下の表は、本校

における CCA を示してぃる。 4つのカテゴリーから倒リ或され

てぃる。単N床深か0 たのは、下表左から 2列 1ヨの Unifomwd

・ 1mprovisation skiHs tesl

. script-writing & performance

Gr。U那である。このグループは、;削服(写真参照)を身にっけて活動するグループで、 brigade や

Cadetcm・PS とし、つた学二1交におιナる軍1球組'哉である0

& GamesSports

B丑dmi"ton

シンガポール覇印子Ⅲ告

Basketba11

FootbaⅡ

Unifo『med Groups

Iable Telmis

St john Ambulance

Bri冬ade

National cadet corps

他にも、自分たちで柚物育成などを行いながらJ業ぢ辞」1題にっいて考える鴫リ尭プログラムや老人ホー

ムや社会粘井止施設での括'動を通して瓶井止にっいて学ぶ「values・1n・Action」というプログラムもあった0

National police cadet

Corps

Boys' Brigade

Girls' Brigade

C01ηnluni[yEnvironnlent &

Clubs & societies

Service(ECOS)

K"prodLlctions(Technica"

Media lnnovation

Performing Arts

Symphonic Band

C110ir

Modern Dance

K、productions(D殺ma)
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お茶の水女子火学附属中学校兇要鋪心染(20M)

国際理解教育にも力を入れており、以下の方針のもと、様極的に海外の学校との交流を行ってぃる。

国際理解教育の方針

1、 Develop i11 Students the 21Cc of global awareness and
Cro$S・cultural ski11S t11at would enable them to develop cultural
Senslt1νitles.

2, Deepen Sれldents' commitment and rootedness to singapore.
3. Expose students to Asia al]d the world and sensitize d〕引11 to

SingaPω'e's place in tl〕e world.

4. Every kranjian to go for at least one ova、seas u'ip with d]e
$chool through0111 hiS 4・5 yeal's in his yeⅢ's at Kranji.

また、特色あるプログラムとして、以下が挙げられる。胎Owhat?Mag詑ine』という判抗キの記亊を

活用し、私たちを取り巻く様々な種類の問題に目を向けさせ、考えさせるという授業プログラムや海

外研修旅行プログラム、人文科学を様々な角度から学習する週間を設け、集中的に学習を深めるプロ
グラムがある。

Uppel' secondary 対象:『so vvhat? Magazlne』
To use magazhle as a toolto extend learnh〕g beyond u〕e classto0111

.

' To plan learni11g activities using articles fr011'1 the 111a豊azines.
Lower & upper secondary 対象: overseas Learning Journeys
' Ho chi Minh(2田 0,20ID,H田10i(2012), Korea(2田3)
' To extend learning beyond dle classroom

' To infuse 0111er components such as sa'vice leanling, chal'acter and citizenship Education, SEL
Competencies,21Cc competencies,
Lower & upper secondary ヌ寸象: Human詮ies vveek

Secondaryl,2: Lower secondary Hulnanities Quiz
Secondary3: S引ninat

Secondary3: Amazing Rece

Second紕'y4:1nitiate and lmplen〕enlAlnazh〕8 Race

(人文科・学)学習のプログラムは次の目的を持ってぃる。Humanities

Human詮ies programme の目的

' To develop criticalthinking and a thiTst for knowledge beyond u〕e classroom ulrou h exce11引〕ce in
teaC11ing.

' To encourage expoS11re to globalissues and develop feelings of 引npa血y towardS 言10bal developments.

'"゛←一

また、その要素は以下の通りである。

O lnquiry Based Learning

GeograP11ica1111νestigation on coasts / source Based Analysis
OLearning Journeys
Parliament visit, Little lndia, URA

Ovaried Modes of Assessment

Dran徐 a11d perspective takin邑

(3) Nan

本大学は、シンガポール風立大学と1991年に設置されたシンガポールにある国立大学のーつであ

り、シンガポール鬨立大学とともに双壁をなす大学である。シンガポールの西に位貴し、 200へク

an Teohn010 ioal uniV巳内it / N旧(Nationa11nstitute of Eduoation)

Nangyan8 Techn0108ical university 入口
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タールの広大な敷地(シンガポール最大かつ工我・系大学として世界竝大級)ー

の中で、 23,500 人以上の学部生と]0,000 人の院生が教育を受けている。大学

{よ engineeTing、 science、 h山11anities、 art & social science、 1nedica1 の 4 つの
号

C011ege から成り、それぞれの C0Ⅱege の下に日本での学部に相当する Scho01 ●'

が属している。

今回ιよ、本大学の Humanities & social studies Education の1佳李文1受であり、

同大学内の機関である NIE の Pracucum 0伍Ceof Teacher EduC址ion (ず灯加教育突習オフィス)の副

部長である TanG卵kchlnlvy先生の研究室を訪問する機会をいただいた。

Tan先生からは、シンガポールの中学校・袖汁支のナショナルカリキュラムをご紹介いただいたり、

シンガポールの倒家の問腫に蹄したESDの実践などに関する情報をいただいたりすることができ

た。

講内は非常に広く、地図を片手に迷うほどであったが、偉然豊かなキャンパスであった。また、

生が快適な学生生活を送ることができるようにぎ恵された霜施設であった。

4〕T

^

右の写真はグローパ'ルラウンジである。様々

な国からの留学生や現地の学生が集い交流を深.

勗チ

める場として活用されているようである。

下の写真は学生のためのラウンジである。月

的に応じた様々な Zone に分かれている。中に

は写真最右のようにビリヤードやゲームをする

20ne もある。
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8.成果と課題

今回の劼問では、 E S D< EduC加伽 forsust血able Deve1叩m印t:「持続司、能な開発のための教育」>

の理念を11,礎とした教育を実践している Kranjisecondaryscho01の視察や主に地理 1業境教育の観点

から E S D を考'えてし、1、 0 しゃる Nangyang Techn010gical uniν田'sity の Tan 5モ旦三におi舌をイ司う 1護会、

海夕Hこおける高崎野文育施設の視点から早稲田大学の平野様のお話を伺う機会を得ることができた。

ES Dとは、環境、貧困、人権、平和、朋発といった、現代社会の符"な課題を際らの閥題として

捉え、身近なところから取り紕むことにより、それらの課題の解決にっながる新たな価仙観や行動を

生み出すこと、そして、それにより持続可能な社会を創造していくことを慎指す学習や活動のことで

ある。今回の訪闘国であるシンガポールは、そのすぱらしい環境からもわかるように、環境教育に力
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お茶の水女子大学附属中学校紀要弟心染(20M)

を入れている。また、中華系、マレー系、インド系を中心とする様々な文化が融合しっつ、それぞれ

を認め合う人権への意識が高い国でもあると感じた。さらに、公用語としての英語とともに、自分の

母国語も大切にしっつ、海外に目を向け容弥亟的に国際化を図ろうとする国際理解の観点においても先

逵的であるという郎象を受けた。

多民族文化研イ1多ということで、チャイナタウン、りトルインディア、アラブ人街、そしてシンガポー

ル国立博物館の見学を行ったが、このシンガポールという国がこれまでの発展を遂げっつ、その土台

には前述した環境、人権、国際理解を中心とするESDの要素がいたるところにちりぱめられてぃる

と感じた。

私たちが学校での授業や活動にESDの要索を採り入れていく場合には、これらの「日常的に存在

する」という身近さこそが重要なのではないかと考えた。生徒たちが自分の問題として心から認識し、

肉らが思い、考え、動いていける課題を見出し、解決する方策を生み出してぃくことが重要である。

私たち教員は、そのような課題設定のりードやサポートをしていや必要がある。そのためにも、教科

の授業や総合的な学習の時間に、「生きた」形での話題提供、問題提起を行い、生徒たちが自分の身

に引きっけて取り組めるようにしていくことが求められている。その際、下のESDの概念図にある

ように、関連する様々な分野を「持続可能な社会の構辨劃の観点からっなげて、総合的に取り組んで

いけるようにしていくこともまた重要である。
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環境学習

出典:「ユネスコスクールと持続発展教育」(日本ユネスコ国内委員会)
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